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＜概要＞

， ，e-JAPAN構想における２００５年の学校の教室のイメージでは 教室での利用を前提とした

コンピュータが教師用として配付されている。数値目標としてのコンピュータ整備は，一定の基

， ， ，準を満たすために必要であるが 整備をしたあとで 本当にそれらの機器が有効に使われるのか

また，使われるためには，どのような手だてが必要なのかについて，２００２年度に一斉に配付

されたＩ町で調査を行い，教師の意識や行動の変化について調査をした。

また，これら教師用パソコンを配付する際に，仕様決定者がどのような意図を持って決定した

のかについてまとめた。

教師教育 コンピュータ 校務支援＜キーワード＞

１ はじめに

職員室内で，教師が校務処理や教材作成な

どのために，個人用のパソコンを持ち込み，

作業をしているケースは意外に多い。教員が

授業コンテンツの作成や情報共有，コミュニ

ケーションをとる手段として，コンピュータ

を利用するのは，もはや当たり前の姿になっ

ている。

ところが，個人ベースのコンピュータであ

るがゆえ，インストールするアプリケーショ

ンの相違，ウイルス対策，家庭へ持ち帰った

ときのネット環境設定のトラブルなど，実務

上の諸問題が数多く起きている （総務省。
*12002）

そこで，学校側が教員にコンピュータを配

付する動き，または，教師用のコンピュータ

を配付せよという声も聞かれる。このような

状況の中，教員に個人用コンピュータを配付

することで，どのような効果があるのかにつ

いて，義務教育学校の教員を調査したものは

ほとんどない。そこで今回，コンピュータを

配付したことで教員の意識や行動に変化があ

ったのかどうかについて同一構成メンバー 同（

じ調査者）で調査し，結果をまとめた。

また，これら教員に配付するコンピュータ

の仕様を教育情報化コーディネータが，どの

ような意図により決定し，そのことが教員に

どのように評価されているかについても考察

した。

２ 調査地域

徳島県Ｉ町内の小中学校に学期途中から教

職員全員にノートパソコンが配られた （約１。

３０台）この地域は，学校の情報化について

の取り組みを地域あげて行っており，それま

で個人持ち込みに頼っていた教員のコンピュ

ータ利用をやめ，指導用（授業用，校務用）

に同一機種，同一システムのコンピュータを

配付した。

配付は２学期からであったため，教員に対

して，１学期はじめの意識調査（ 年度に2001
関して ，３学期末の意識調査（ 年度に） 2002
関して）をいずれも有効回答１２０件。小中

学校の教職員対象について行った。

また，Ｉ町での教師用パソコン導入に関し

て，中心的に関わった人物（教育情報化コー

ディネータ）がどのような意図を持って仕様

を決め，運用を考えていったかについて聞き

取り調査をした。



【図１】 パソコンを学校で何のために使っているか（配付前と配付後の比較）
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３ 調査項目

導入前と導入後のコンピュータの用途3-1
学校におけるコンピュータ利用の内訳を図

１に示す。配付後は，メール，プレゼンなど

ほとんどの項目でポイントが上昇している。

ワープロソフトの利用が減っているのは，今

までワープロで行っていた内容を別のアプリ

ケーションなどで利用し始めたことによるも

のと考えられる。

いずれにしても，個人持ちに頼っていた時

期に比べて，校務における教員のコンピュー

タ利用の時数や，内容は増えていることがわ

かる。

コンピュータを利用した授業時数3-2
コンピュータを授業に利用したと答えた教

師に対して，配付前と配付後に授業時数が変

， 。化したかについて調査したのが 図２である

コンピュータを利用した授業を 時間以上行20
った教師が増え， 時間と答えた教師が減っ0
ている。それぞれグラフを 時間→ 時間0 1-10

1-10 10-20 10-20 20へ 時間→ 時間へ 時間→， ，

時間以上へと，一つずつ回答ランクが上へシ

フトしているものと解釈できる。

コンピュータを利用した授業の内訳3-3
配付前に比べて，どのような教科でコンピ

ュータを利用した授業を行ったについて調査

したのが，図３である。これによると，国語

の授業時数が増えていることが目立つ。これ

は，１４年度からの国語の指導内容が，表現

，や伝達などを重視するようになってきたため

プレゼンなどでのコンピュータ利用が増えて

きたものと思われる。

【図２】 コンピュータを使った授業を何
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【表１】導入時に配慮した点とその理由

配慮点 その理由

画面サイズを１２．１イン 職員室と教室を頻繁に持ち運ぶためには，Ｂ５サイズ以上はむりであろう。

チ

ビデオ出力端子付き 液晶プロジェクタがすべての教室に整備されていない現状では，教室のテレビに

ビデオ出力できることが必要であろう。

プレゼンアプリの導入 プレゼンテーションソフトは，教科や職種に限らず，一番利用されやすいソフトで

あり，一斉研修の価値がある。それぞれの職種で応用が利きやすいソフトである

ため。

ＯＳを，windowsXPに 休止状態を安定して利用できることは，起動の時間を短縮できる。授業での利用

では重要なファクターになるだろう。

ＦＤＤを用意しない データサイズが大きく，校内サーバの利用が増えるため，ＦＤの利用はないであ

ろう。家へのデータの持ち帰りは，ＣＤ－ＲＷを利用してもらおう。

グループウエアの導入 町内のグループウエアにより，相互の連絡や情報交換などネットワークについて

の敷居を低くし，使って便利なネットワークを全員が体験することは，教員全体の

スキルアップにつなるだろう。

リカバリソフトの導入 機器がおかしくなっても，各自が自力で簡単にリカバリできるように，別パーティ

ションに各学校用に設定したあとの状態をバックアップ。

【図３】 コンピュータを使って授業をした教員の利用場面（教科等での利用 ））
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仕様決定者の意図と利用者の感想3-4
Ｉ町でのこれらの教師用コンピュータの導

入にあたり，仕様を決定した人物に，聞き取

り調査をし，決定された仕様と実際の利用者

の意識との相違を検証してみた。仕様決定者

， 。の仕様条件とその理由を 表１に示している

これらは，仕様決定者が，様々な現場の様子

を調査し，校内のネットワーク事情や地域の

ネットワーク事情を考慮した上で，仕様決定

委員会にて，説明し，採択を得たものである

教室での授業に利用するため，持ち運びや

すさや，ビデオ出力，休止状態などを安定さ

せるための工夫等を盛り込み，不具合が生じ

たときのリカバリを自分でできるような方法

をとっている。

図４に，導入後の年度末（ 年度末）に2002
コンピュータの利用についての意見を調査し



【図４】 配付されたコンピュータの問題点
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た結果を示す。これによると，半利用者の数

は，問題がないと答えている。特に仕様決定

時に不安であった，画面サイズ( ｲﾝﾁ)につ12.1
いては，問題ないことがわかった。利用者か

らは 「持ち運びやすく，この画面サイズは気，

に入っている」という声が多かった。

予想に反して意見が多かったのが，ＦＤで

ある。家庭へ持ち帰るためのメディアとして

は，まだＦＤが主流であることが明らかにな

った。想定していた については，利CD-RW
用の手間や， のない家庭用パソコンCD-RW
も多かったようである。ここでは，家庭へ持

ち帰るためのメディアの選択がこれからの課

題であることがわかった。

３番目の項目の「頻繁に持ち帰りたい」と

いうのは，コンピュータ本体の持ち帰りを許

可していないため，続きの仕事を家庭でやり

たいという意味である。ＦＤが使えないこと

， 。から こういう意見があることもうなずける

また，家庭に同じアプリケーションがないと

いう現状も手伝っている。

４ 考察

これらの調査から，教師用コンピュータが

一斉に導入されると，教師は，コンピュータ

の機能のうち，多くの種類の機能を使い始め

るなど，スキルが向上する。そして，それら

を利用しながら授業でのコンピュータ利用が

進む。しかしながら，これらの教師のスキル

が向上した要因としては，選定者が意図して

条件に示した数多くの仕様が影響していると

思われる。したがって，これらの効果を期待

するためには，導入されるコンピュータの仕

様を十分検討し，現場に応じた設計をするこ

とが必要である。そのためにも，教育情報化

コーディネータなどの立場が必要である。
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